障害者放送協議会シンポジウム
放送の未来とアクセシビリティ
誰もが視聴できる放送の実現に向けて

日時　２０２２年３月５日（土）１３：００～１６：００
会場　オンライン開催（Zoomウェビナー）
参加費　無料（手話通訳、要約筆記、テキストデータあり）

  障害者権利条約では、障害の有無に関わらず等しく情報へのアクセスが確保されるべきことが規定されていますが、2022年夏には、国連による同条約の対日審査（批准後初）が予定されています。
　国内では、事業者の合理的配慮の義務化などを盛り込んだ改正障害者差別解消法が令和3(2021)年6月に成立しましたが、令和4(2022)年には、第5次障害者基本計画（令和5(2023)年～）の策定の議論や、「放送分野における情報アクセシビリティに関する指針」の中間見直しの検討も行われます。
　このような中、東京オリンピック・パラリンピックの開催や、度重なる災害などを契機に、放送のアクセシビリティ向上の取り組みが進められているところです。
　このシンポジウムでは、誰もが視聴できる放送の実現に向けて、これまでの到達点と、今後の取り組みについて話し合います。

プログラム（順不同・敬称略）
■基調報告
（１）関連法制の最新動向と今後求められるもの　
　　　　竹下 義樹　障害者放送協議会代表／社会福祉法人日本視覚障害者団体連合会長
（２）総務省の関連施策の動向
　　　　堀内 隆広　総務省情報流通行政局地上放送課長

■次世代の地上放送への展望
　　地上デジタル放送高度化の動向（放送通信融合技術による新たな地上放送サービスについて）
　　　NHK放送技術研究所

■放送アクセシビリティの取り組み動向
・韓国における放送のアクセシビリティ（制度と映像事例の紹介）
　　崔 栄繁　認定NPO法人DPI日本会議議長補佐
・IPTV（ITU国際標準"H.702"）を通じた「目で聴くテレビ」の取り組み
　　梅田ひろ子　認定NPO法人障害者放送通信機構 理事
・国内放送事業者の取り組み
　　NHKの取り組み	花輪　裕久　NHK編成局計画管理部
　　民放連の取り組み	二階堂義明　民放連・ユニバーサルサービス部会幹事（テレビ朝日）
　　　　　　　　　　	上野　信一　民放連・ユニバーサルサービス部会副幹事（テレビ東京）
■指定発言と質疑
・障害者団体、関係団体からの課題提起など
・質疑と総括　　　　　　　　　　　　　　※最新プログラムは障害者放送協議会ウェブサイトへ。

[image: ]お申込み　締め切り　3月1日（火）
・下記必要事項に記入のうえ、E-mail、FAXなどで事務局までお送りください。
・WEBフォームからもお申込みいただけます。
　ウェブフォーム　https://forms.gle/D5YVZ6BxK2QCth4V6
※お申込みいただいた方にはZoomウェビナーのアドレスをお送りします。
お名前：
ご所属：
ご連絡先E-mail（必須）：
必要事項〔手話通訳 ・ 要約筆記 ・ テキストデータ(スクリーンリーダー用)
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〕

●主催 障害者放送協議会　housou.info@gmail.com　FAX: 03-5292-7628  TEL: 03-5273-0601
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